
日本都市計画学会北海道支部 FGPJ（Future Generation Project）

まちづくりサロン vol.2（オンライン企画）

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た

ま
ち
を
豊
か
に
す
る
取
り
組
み

　いったんは収束するかに見えた新型コロナ感染症も再度感染

が拡大してきており、北海道のように積雪寒冷地という気候環

境から冬に外部空間を活用することが極めて困難に思える状況

のなかで、今シーズンをどのように乗り切るのか、道内各地で

喫緊の課題となっています。

　このような時勢を踏まえ、ウィズコロナ・アフターコロナに

向けたまちを豊かにする取り組みを実現するために、緊急企画

として今年度第２回目のまちづくりサロンを開催することにし

ました。

　今回はゲストスピーカーをお招きし、気候環境や地域構造の

近い北米での状況を事例として紹介いただき、参加者のみなさ

まと北海道をはじめとした積雪寒冷環境下における公共空間活

用の可能性を考えます。

積雪寒冷環境下における
公共空間活用の可能性を考える

緊
急企画



1983年生。プレイス・ソリューションズ・グループ合同会社代表社員。プラット・インスティテュート大学院修了。
修士（アーバンプレイスメイキング・マネジメント）。ユニオンスクエアパートナーシップ、WXY 建築・都市デ
ザイン事務所を経て、2019 年より現職。フルブライト大学院留学プログラム奨学生。日米教育交流振興財団吉
田育英会（YKK）冠奨学生。著書に『アーバンデザインセンター 開かれたまちづくりの場』（共著、理工図書）
などのほか『ストリートファイト 人間の街路を取り戻したニューヨーク市交通局長の闘い』（ジャネット・サデ
ィク＝カーン、セス・ソロモノウ著、共訳、学芸出版社）の翻訳も担当。

GUEST SPEAKER PROF I LE

日時：令和3年1月9日（土）14:00 ～ 16:00
開催方法 ： オンライン （Zoomを利用・参加無料 ）

プログラム

日本都市計画学会北海道支部
FGPJ（Future Generation Project）の紹介

ゲストスピーカーからの事例紹介

事前にいただいた質問に対する回答/
参加者との質疑応答

「北米都市のコロナ禍の対応と復興
　～冬季の公共空間活用に着目して～」
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　FGPJ担当幹事　池ノ上 真一
                   　 （札幌国際大学 教授）

4 本日のふりかえり
　FGPJメンバー　伊藤 涼祐
　　　　　　  （株式会社ノーザンクロス）

　関谷 進吾

https://cpij-hokkaido-fgpj-salon-vol2.peatix.com

https://www.slido.com

　　　　　　 関谷 進吾 氏
　 （プレイス・ソリューションズ・グループ合同会社）

参加申込はこちらから

せきや しんご

司会・進行：FGPJメンバー　阿部 正隆 （国土交通省北海道開発局）

※ 当日の質疑にはslidoを活用予定


